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物理学専攻の研究・教育について

兵藤 哲雄 

東京都立大学　理学研究科物理学専攻　教務委員 
2024年度理学研究科物理学専攻　大学院説明会

この資料 →

東京都立大学理学研究科物理学専攻の大学院説明会に 
ご参加くださりありがとうございます。本専攻の 
博士前期課程および、もっと研究をしたいと思っている 
博士後期課程進学希望者を大歓迎いたします。 
興味のある方は各研究室の教員へ連絡してください。
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研究室/分野
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・超ミクロな素粒子～日常的な物質～宇宙まで16研究室/分野 

・素核宇宙理論（A）　　　　　　・物性基礎理論（B） 
　- 素粒子理論　　　　　　　　　　　　　　 - （非線形物理） 
　- （高エネルギー理論）　　　　　　　　　 - 量子凝縮系物理 
　- 原子核ハドロン物理　　　　　　　　　　 - 強相関電子論 
　- 宇宙理論　　　　　　　　　　　　　　　 - 計算物質科学 

・素粒子・原子・宇宙実験（C）　・物性物理（D） 
　- 高エネルギー実験　　　　　　　 　　　　- ソフトマター 
　- 原子物理実験　　　　　　　　　　　　　 - 電子物性 
　- 宇宙物理実験　　　　　　　　　　　　　 - 超伝導物質 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- 表界面光物性 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- ナノ物性 



大学院のカリキュラム
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・修了要件 
　- 修士：30単位（必修16単位）＋ 修士論文 
　- 博士：20単位（必修16単位）＋ 博士論文 

・必修科目 
　- 研究室での研究指導 
　- ゼミ、輪講 
　- 実験 
　- プレゼン 
　- 論文 
　- ...　



大学院のカリキュラム
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・必修科目以外（修士14、博士4）を講義科目で取得 
　- 基礎科目（15回授業、2単位、修士のみ） 
　- 特論（専門的な内容、8回授業、1単位、修士＋博士） 
　- 集中講義（外部講師による8回授業、修士＋博士） 

・修士論文、博士論文の提出 
　博士論文は主要な成果が学術雑誌に掲載されることが必要 

・最終試験（発表と審査） 
　- 修士論文発表会（2月、17分発表+8分質疑） 
　- 博士論文公聴会（1~2月、質疑込み1時間）



理系大学院生海外研修プログラム
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・海外の企業、大学の見学、海外の研究者の講演や交流 
・2024年度：10/27～11/2（シンガポールなど） 
・交通費（～１５万）以外の費用は大学負担



大学院分野横断プログラム
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・量子物質理工学プログラム 
　- 物理学専攻、化学専攻、機械システム工学域 
　- 他専攻の講義を履修可 
　- 研究室インターンシップ  

多角的に研究を進める能力を養成



大学院全学共通科目

8

・大学院キャリア科目（修了単位に含まれない） 

　 - 理工系博士人材のキャリア形成 

　 - 博士人材の研究インターンシップなど 

　　 - 民間企業で活躍する本学博士課程修了者による講演 
　　 - 企業における中長期的なインターンシップ 

研究活動で培われた知識や能力を、次のステップで有意義に 
活かせるように、研究と将来のキャリアを関連づけて考える機会
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修了後の進路
・修士課程：７～８割は企業に就職　～２割は博士課程に進学 
・博士課程：PDほか、民間企業も人材獲得に積極的

博士課程進学者数 
８ 

４ 

５ 

１１



大学院生への支援制度
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・日本学術振興会、文部科学省 
　 - 学術振興会特別研究員（博士、研究奨励金） 
　 - トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム（海外派遣） 
・都立大の制度 
　 - 大学フェローシップ（博士、研究奨励金） 
　 - 大学院研究奨励奨学金（博士、学振） 
　 - 物理RA（博士、～学費の半分） 
　 - 大学院生支援奨学金（博士、～学費の半分） 
　 - 理学研究科大学院生学術会議派遣（国際会議参加） 
　 - 大学院生国際学術会議派遣支援事業（博士、国際会議参加） 

博士後期課程に進学する学生への支援を積極的に行っています。



ティーチングアシスタント（TA）
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・学部教育の補助業務（教育経験の提供と経済支援） 

・募集：年２回、３０件程度 

・仕事：学生実験や実習の指導補助、試験監督、 
　　　　演習の質問対応、レポート採点、など 

・時給：1440円（修士）、1540円（博士）、1840円（STA） 

・時間：1講義あたり45時間/期、実験（週2）は60時間/期 
　　　　最大半期90時間が上限


